










本研究に至るまでの経緯

   平成 6 年度、7 年度には、「十代の望まない妊娠防止対策に関する研究」に取り組み、

(1)世界各国の十代妊娠の現状調査、(2)国際協力活動を通して収集した視聴覚教材の活用

法についての検討、(3)わが国の十代妊娠の現状調査等を行い、十代妊娠の問題点や今後

の対応法などについて明らかにした。これらの結果から、わが国における十代妊娠防止の

ための未来戦略として、(1)中学低学年を対象とした避妊やエイズを含む性感染症に関す

る情報を含んだ性教育カリキュラムの作成と教育の義務づけ、(2)リプロダクティプ・ヘ

ルスの視点から、安全で安価、例えば保険適応となるような人工妊娠中絶を行えるように

すること、(3)近代的避妊法、中でも低用量経口避妊薬の早期認可の実現、(4)ピア・カウ

ンセリング(仲間教育)組織の充実や親への性教育の実施と性教育プロモーターの養成、(5)

問題行動児や不登校児、ドロップアウト(中途退学)児などを対象とした徹底的なアウトリ

ーチ並びに集中的なケアーマネージメントの実施、(6)マスメディアの性に関する責任あ

る報道への問題提起、(7)若者を対象としたクリニックの増設と全国を網羅する電話相談

システムの構築、(8)若者でも容易に買ったり、借りたりできるポルノ雑誌やアダルトビ

デオの内容に対する検討、(9)そして、よりリスクの高い行為につながる危険性の高い喫

煙、飲酒、薬物などの使用を極力減少させるためのプログラムの作成と実施が必要である

ことを提言した。


